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指導改善のポイント 

結果分析報告【各学年各教科，統一した様式（Ａ４ ２～３ページ構成）とする。】 

中学校１年生 理科 

１ 全体的な傾向の分析・考察＜６年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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 全体的には，仙台市の平均正答率が目標値をほとんど上回っているため，概ね良好であると考えられる。

その中でも，「化石」に関する問題や電気エネルギーを熱エネルギーに変化する電気器具が何かを答える問

題では，高い正答率を示しておりこれらの学習内容が十分に定着している様子が見られる。一方で，植物の

からだのはたらきでは，目標値を超えているものの低い正答率となっている。特に，６（１）のように実験

ではなく，実験の手順に関する内容を問う問題では，手順の意味を理解していないためか，適切な説明をす

ることが難しいようである。 

   

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

６ （１） 生命・地球 
前日にアルミニウムはくでおおった葉のデンプンの有無を，翌朝

に調べる理由を説明できる。 

 

問題 ６（１） 

 （略） 

  この実験で，㋐の葉を次の日の朝に調べるのはなぜですか。「でんぷん」という言葉を使って簡潔に書

きなさい。 

 

正答（正答率 ２３．２％） 誤答（誤答率 ４７．８％，無解答率 １３．４％） 

 日光に当てる前に，葉にでんぷ

んがあるかどうかを確かめるた

め。 

でんぷんをつくらないようにするため など 
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２ 指導改善に向けて 

 この設問では，実験の結果について解答をするのではなく，実験手順のそれぞれの理由をしっかりと答え

ることができるかどうかが大切である。よって，この課題を解決するための実験方法や実験計画を考える学

習活動を充実させる授業づくりの工夫が必要である。また，光合成によってつくられたデンプンが，夜，光

合成が行われないことで，減少してしまい，朝には葉にデンプンが存在していないことを，理論的に説明が

できるような力を育成していくことが大切である。 

 さらに，この内容は，中学１年でも触れる内容なので，復習として小学６年時の内容を確認しながら進め

ていく必要もあると考えられる。 

    

３ 改善事例 

 「 植物の養分と水の通り道 （植物の葉に日光が当たるとデンプンができることを理解する。） 」 

１ 指導のねらい 

  植物の葉に日光が当たると，デンプンができるかどうかを調べるために，どのような実験の方法がある 

 かを考え，実験の計画を立てられるようにする。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

① 日光に当てた葉と当てなかった葉にデンプンができているかを調べるため，葉を被ったものと被って

いないものを準備する。 

② この前に，葉にデンプンがないかどうかを考えさせ，どうすれば葉の中のデンプンが実験前になくな

るかを話し合う。 

③ 「デンプンをつくるはたらき」を調べるための目的を十分考えさせ，なぜ，前日の夜から日光に当て

ないかを説明できるようにする。 

 

 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

５ 
（２）

② 
生命・地球 

 植物のからだの中の水が水蒸気になって出ていくことを，「蒸散」と

いうことがわかる。 

 

問題 ５（２）② 

 (略) 

  植物のからだの中の水が水蒸気となって出ていくことを何といいますか。 

 

 

正答（正答率４８．４％） 誤答（誤答率 ３８．９％，無解答率 １２．７％） 

  蒸散 蒸発など 

 

２ 指導改善に向けて 

この設問では，植物のからだから水が水蒸気となって出ていく現象を「蒸散」と答えるものであり，今回

の学習指導要領の改訂の折に，新設された内容である。根から取り入れられた水のゆくえを調べる実験にお

いて，植物の葉にポリエチレンの袋をかぶせて，袋内に水がたまるのを確認させ，植物の葉から水蒸気が出

ていることを気づかせ，この現象が「蒸散」であると確認をする。この際に，気孔を顕微鏡などで見せるこ

とで，植物の葉に水蒸気が出て行く箇所があることを意識させ，興味・関心を高めるようにする。 
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３ 改善事例 

 「 植物の養分と水の通り道（根から吸い上げられた水は主に葉から蒸散していることを理解する。） 」 

１ 指導のねらい 

  植物の根から吸収された水が通る場所を，根，茎，葉の中に確認し，その水が葉から水蒸気となって出

ていく現象が「蒸散」であるということを理解する。 

 

２ 具体例（活動や指導） 

  根から取り入れられた水のゆくえを調べよう 

① 事前に植物を色水に入れて，色水が根，茎，葉のどこを通るか顕微鏡等で調べる。 

② 葉をポリエチレンの袋で被い，水が葉などから出ているかを調べる。（植物が蒸散をしていること

を確かめる。） 

③ スンプ法（鋳型観察法）を用いて，葉の表面（裏面）にセメダイン等を塗り，乾いた後はがし顕微

鏡で気孔を観察してみる。中学校の学習範囲であるが，プラスチックを使用すると同じ範囲の気孔

の数や裏表の比較などもできる。 

 


